
j11i蕊F曇 １１両賎行づく〃承ツトワークの蕊〃
～ポスターセッションに参加しました～
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１１Ｊ］５「１（土）に|:Llll)ｌ・適ハ爵Miiれんがルー

合・lii歴において｜遊民藤li1;づくりネットワ

ークの集い」が開催されました。この↑ペン

トは森林を産業あるいは活動の場として活川

する人たちが、枠組みや境界を超えておたが

いの活動を理解していく１１{会いの鰯として企

11Miされたものです。｜ﾉﾘ客はポスターセッショ

ンやパネルディスカッション、テント付での

展示や体験教室などでIlMi成されています。知

床森林センターは、ボスターセッションに参

ⅢⅡし、知床の自然の紹介やセンターの活励搬

梼を行いました。ポスターセッション会鰯で

は林野庁や.肱海道といった行政機IMMのほか、！
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(淳良：ヒグマ）
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矢口雇檮'1敦瘻=妻。は林野庁や.１k海道といった行政機lMlのほか、ＮＰＯや市民M[１１ｌｘなど、、藤|:1【に関わりの深い３５の

団体が各々の活動を趣向を凝らしたポスターにしてパネルに貼りMル、参加省同上又は来場者と

意見交換や質錠応答を行いました。その巾でも、今年７月に世界自然辿産に登録された知床を紹

介した当センターの発表は多くの力からの関心を典め、辿産議録|Ｘ域の陸戦９５％は幽有林で生

態系膿謹地域として牒誰されているといった脱Iﾘ1や、一般の方になかなか知られていない隠れた

名所の紹介を通じ、知床の係令撚i耐への｣，Ｉ解とセンターの活jiljがＰＲを図ることが1M来ました。

知床遮I｣|が)１６１１２‘１１１に初冠雪し雪化WlZ

をしました。また知床Mi断道路が今月７日,

冬季通行｣こめにな'”腱年様５月の連休頃ま

で長い閉鎖になります。今年は７月に知床

が世界自然巡産に議録され知椅度が上がっ

たため，例年繍光群が減る９月を過ぎても

ノ<唖パスで多くの旅行荷が訪れ賑わいまし

た。９J】迄で昨年li1IU1比Ｉ（)％の増jjllにな

るそうです。ｊＷＩ床ﾕI21liBを111:l〕返す観光船

の乗船轡も昨年に比べ１５％増と過去岐

術の記録だそうです。

炉輝:蝿嚇M驍息i二茎
たり、中には人慨れした新１１ｔ代のヒグマを

見かける人もいたようです。１０月末から

樹木医会の方々が来詑
…聾.dg雷in鬮憲寝宙Ｉ罰哩l膿睡劉一

１０月２１F１（金）、【1本'1M水腫会の方々計１４渦が、

当センターで行っているエゾシカ食審iMllllEの試験地を視

察するため来術されました。今ｌｉ１ｉの祝紫は樹木|魔会のＩｉｌｌ

修活動の一興で、全IJilのIfM(腕の方々が｣上派道の熊(《|;の

I臓子を勉強するため．網走管ik1l1lk-のＭＩＩ,|<l炎である鈴木

順策氏のとりまとめで企１１１１iされたものです。遠くはﾉL州．

一罰

ヒグマを〃/を遡上するカラフトマズ

月末からオオワシやオジロワシがサハリンから越冬のため111胤策氏のとりまとめで企1111iされたものです。逆くはﾉL州・iii岡から来た方もおり、断水医の方

々は．エソシカのｲﾖ態や食繊を受けやすい樹liliの税IUlに上「を傾けるとともに、北海道の瀧林柵

陛や．試験地での慨轡状mBなど壷熱心に蝋察されていました。
に知床にやってﾙﾋﾞます゜）臘来した１１夢は国道沿いの樹木で羽を体６１)ている姿が兇られます。オ

ＬＺＢＪ．Ｂ・・

オワシは蝿を広げると220cll1～2.15cmになるlル|只雌大の猛禽獺です。オジロワシはWR表広げるル!x並大の猛禽願です。オジロワシは弧を広げる

と１８０Gm～230cmでオオワシよ1）も－１，１１〕小さい

jMi戯類です。

また秋雌漁の樅んな道東〃ll1iでは遡|:蚊が多

くＷｌＭｉｌでした．海岸でのサケの一本釣りも盛ん

でＩＪＩ《||など｜|;江する竿が海岸をにぎわしていま

した。今は漁も終わりIl8liい波の111Iし寄せる砂浜

に．役１１を終えた雛の死骸をカモメが食んでい

る浴が見られます。雪が峰I)ｉｉ１１床五湖への道路

も閉鎖される冬期間，雪に艇われたｉ１１床は原始

のlWiけさに反ります。

ホームページアドレスが変わりました！～内容もリニューアル～
デザインを一新し知床のlItWrIlliili}（を11,協的に伝えるプログも始めました。隆作ご瞳ドさい。

新ホームページア|ルスhttp://www､shiretoko・gojp

緑化鯆一係風ＣＤ荒井竜太郎さんがｌＯ１１１７１１１､lけで網走樹淵l嫌|:I:篭j111署へ異動になりまし

た。昨年１２月１１１付で知床森IilK-センターへWrllA孫H1として着任し、もちまえの災iiiiE1さと}ﾘｌ
るさで森林センターに旋風を巻き起こしてく;１１ました。｜櫛部将へ行っても頑張って！

エゾリズｉｆ昌夏か/ﾅ表したノ
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第７５回森林レクリエーションin知床￣、

しれとご産業寺つしlに曇加 オシンコシンから幹財崎へ古の道を歩こう
－丸太切りや火起こし体験などを行いました_ ～樹名当てワイフ､を行い琴した～Ｌ－－ 

９)１２５１１（【1）に斜１１ﾘ１１１みど1Ｊ工房において熟

２６回しれとこ藤業まつりが開膿されました。今年、

７月に世界自然辿藤蟻録が決まり、いつもと違い賑

やかな券MH気で町|ﾉﾘ外から３ノァ人を超える人々が集

まりました。

センターからは、（１）丸太切り体験（２）火お

こし体験（３）jH1ﾙiﾐ世界「1然迦瀝写真プレゼント

（４）iiE模jW1で遊ぼうの1Mルで参加しました。

１０月１３日（/1<）に第７５回藻|:|レクリエーシ

ョンｉｎ知床ｉオシンコシンから弁ｌＭ１ｌＭｉへ占の道を歩

こう」を実施しました。今回のイベントは、オシン

コシン'蔚合からウトロ碕台までの、今は使われてい

ない|ロ国道を散策しました。参川１粁はihll鰹で選ばれ

た訂１－２５縞です。イベント当日は秋１１，４Fれで、気温も

ちょうど良く心地良い天候でした。散策路沿いには

ミズナラやトドマツ、エゾマツ．イチイ、カツラな

ど知床を代表する様々な木の穂類が見られ、木の鰻

や樹皮などの特徴を解説をしながら、樹木当てクイ

ズを行いました。木の高さや太さを当てるクイズも

Ｆ`了い普段１ｹlilllでil1'1る機会がない事もあり難雌している
ようでした。

コース治でヒグマの爪痕を見かけたり、ノ〔きなクマ

丸太切り

体験では、

老瀦男父の

参I川があり 弓 ニレの百万tに撞きつきました

讓子で〃力しながら丸太達切りました

初めて鍬をもってお畔さんと‐緒に切る子供、皆のこ

とを恐い出しながら切る人など、ほほえましい)'6!;上が

見られました‐火おこし体験では、順番待ちの'11る朧

況でｆＵｌｉ遼は７１:をかきながら典釧に挑戦していました。

参加背の皆さんはlｻﾞ段なかなかできない体験を通じ

て木の感触を楽しんでいただいた艤ｆでした。

コース沿でヒグマの爪痕を見かけた(）、ノ〔きなクマゲラの食痕の前で実物大のクマゲラのイラ

ストをまじえて解脱しその大きさを実感してもらいました。また、マツカサは極の入れもので1:iｊ

が降り濡れると閉じて1Mfれて乾燥すると開いて1Wiを飛散するしくみがあること、樹皮を食べられ

た水をⅡのiiiにエゾシカの樹皮食害により/kが弱った

Ｄｈｌｆれてしまう被害が増えていることを話し参加爵の

皆さんは被害の深刻さに頷いていました。コース途中

には、実りのＷ(ならではのホオノキやイチイ、ハリギ

リのﾂﾐが見られ、ヤマブドウが尖りの時期でした。

今回は樹名当てクイズをしましたが、結果はほとん

どのかが全間服解でした。１当然観察や樹名当てクイズ

などをjlnじ一般の力々にもっと樹/kに興味をもって頂

きたいと思います。

火起こしにデヤレンジノ

知床世界自然遺産記念式典開催される

１０ﾉﾘ３０１１（||ハ斜【1411り゛のIＩ】ぬホール知床にて、知&'ﾐll1:lWl然過瀧蟻録iu念ｴﾋ典が｣上海道〆、
斜IEI１１｢、縦Fllllll：'111でＩＩ１(liiされました。式典(二はⅢ〔澱として小池蝋｣蝿ﾉ<Ili、武部|`|民党蝉事長聯
が}|}席されたほか、行l攻や砿会、地元関係隊など約６００人が参ⅢⅡし、会場はiilIliLiの賑わいでし

た。式jlL粁頭には、」:(次鯆に無い液{Ｈとしてオカリナ鐸箭宗次郎さんが犠場し，サブライズゲス
トによる幻想的な減奏に来場tlfは聴き惚れていました。ェtU1LIjlでは、知床を総介したビデオ｣二峡

ご可、

観光マナー向上の啓発活動をしました
一オシンコシンの麓で〒ラシと絵崎がきセットを配布一

や辿潅登録までの経総報告、世界｢l然遮産地域科

学委負会の臼jhii1illiTl7委員長による壌調講演等が行

われたほか、ilii鵬北海道jiH事、牛米斜璽町長、脇

羅臼''1｢長により「遮腿一丸となって世界に誇る知

床の適11ﾐな利川と保全に努める」旨をうたった「し

れとこ寛言」が読み上げられました。週産登録か

ら３ヶ)]以｣二経ち、観光群の期ljIlという影隷を感

じる一方、迦潅を保全するための艤々な綴|趣が残

されている現(H、式ﾘ'し参jjl]ilfにとっては、過渡を

次の世代にリ|き継ぐための収紺の愈婆性を改めて

認識する棚会となりました。

【加川ﾐ嵐１．７を,Wliみ'2げる,I;il衙知事と斜[IＬ

１０月２０｢１（木）オシンコシンの滝にて知床森林センター職員３名により絵はがきをセット

した啓発チラシを観光客に配り、ゴミの持ちlliI;1）や野(|ﾐ､１１物への餌やり禁Ｉ上といったマナー向ｆ

の呼びかけを行いました。当［|は天候にも忠(まれ秋lliｻﾞれのＩＩＪ、観)'6パスから次々と降りてくる極

)Ｉｆ群にチラシを配り３００部を川|意していましたが、約３()分

ほどで無くなってしまいました。知床はＩＩＬ界１．１然遺瀧議録後、

観光客がI闇えていることもあり、これからも継続しマナーの向

上を呼びかる必要があると感じました。

チラシiid布後は職員による周辺の↑iｻﾞ締活動を行いました。１１

頃は売店の方が１１１３回ゴミ拾いをしているのでF1立つところ

にはゴミがありませんでしたが、目立たない所にはタバコの吸

い殻や飴やガムなどの包み紙、壊れた傘などが橘てられていま

した。知床観光に来る際には最岻限のマナーは守りましょう！
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